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只今、ご紹介いただきました、当協会の会長を務めさせていただいており

ます、習和産業株式会社の津上昌平と申します。よろしくお願いいたします。 
千環協の本年度協会活動の実質的なスタートとなります、本日の合同委員会

の開会に当り一言ご挨拶申し上げます。  
 

本日はお忙しい中、多数の会員の方々にお集まりいただき、誠にありがと

うございます。  
また後ほど、計量検定所の企画指導課より通達事項についてお話いただく

予定となっております。  
 

さて、本年度の当協会の役員については、４月の通常総会におきまして、

副会長として太平洋コンサルタントの丸田俊久様が新たに就任されました

が、私を含め他の役員は留任させていただくこととなりました。本年度当協

会も一部新任の理事をお迎えし、まさに新しいスタートを切ったばかりでご

ざいます。今後の協会活動により以上にご協力いただきますよう、お願い申

し上げる次第でございます。  
 

千環協も今年で設立以来 30 年目を迎え、すでにご案内の通り７月 14 日に

記念式典、記念講演会及び祝賀会を開催する予定となっております。会員の

皆様方には多数の参加をお願いいたします。  
 
本日これより開催されます合同委員会は、千環協の活動のもっともベース

となる各委員会、ＷＧの１年間の活動計画について審議いただく、大変重要

な会議でございます。今年度は一部委員会組織の見直しを行い、従来と担当

していただく行事が変更されております。また 30 周年記念事業についても

役員の方を中心に各委員会でもご担当いただく案件がいくつかございます。

各委員長、ＷＧのリーダーの方には何かとご苦労をおかけいたしますが、総

会にて承認されました事業計画を基に、お集まりいただいた各会員の方々と
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も十分に議論を尽くしていただき、より充実した今年度の計画を立てていた

だきますよう、重ねてお願い申し上げます。  
 

以上甚だ簡単でございますが、開会の挨拶とさせていただきます。ありが

とうございました。  
 


